
災害に備える 災害が来る前に 　大雨や地震、土砂災害などの災害から身を守るた
めには、日頃から防災意識を高く持ち、災害に備えて
おくことが大切です。
　新しいハザードマップを開いて、避難所や避難経
路を確認して、いざという時にも、落ち着いて行動がで
きるように備えておきましょう。

｢お家のごはん｣を｢非常食｣に   情報収集方法チェック

しずおか・気象防災メール
気象情報や警報などの防災情報
の発表・解除をメールで受信

手軽な防災テクニック｢ローリングストック｣

サイポスレーダー
大雨警報や土砂災害警戒情報、
河川の水位などの情報を確認

ハザードマップを見て災害に合わせた避難行動を確認

　｢非常持ち出し品｣は、避難するときに必ず持ち出すべ
き物です。リュックに入れて、寝室や玄関など持ち出し
やすい場所に置いておきましょう。
　｢非常備蓄品｣は避難生活を支えるものです。家族構成
によって必要な物が変わります。何が必要で、何がない
と困るのかを想像しながら、家族で備えを確認しましょう。

家族構成に合わせて必要な非常持ち出し品を準備！
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災害に備えてハザードマップでチェック

自宅の位置を確認し、『○』を
付ける

最寄りの避難地・避難所の
位置を確認し、『○』を付ける

避難経路を複数通り考える 実際に避難経路を歩いて
確認する

自宅の位置と合わせて土砂災害警戒
区域や危険な場所を確認

洪水・土砂災害・地震などの状況を
想定し、自宅周辺の避難所だけでな
く、複数の避難所を確認

『斜面や川の近くを避ける』『幅の広
い道を選ぶ』など、可能な限り安全な
避難経路を何通りか考えておく

家族や地域で話し合いながら、実際に
避難経路を歩いてみる。危険箇所や
避難に要する時間などを確認

←

←

←

ここを
確認！

←

ローリングストックのコツ

いつもの食品を多めに備蓄して、消費したら
買い足すを繰り返しましょう。

① 常温保存が可能な物（缶詰・レトルト食品）
② 賞味期限が１年程度
③ 最低３日～１週間分（×人数）を備蓄

～リュックを準備！～ ～ハザードマップを手元に用意～

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 45

　新しいハザードマップを使って、「地震」「風水害」「土砂災害」が
それぞれ発生した場合の避難経路と避難所を確認しましょう。
「災害が発生したら必ず集会所に行けば良い」というわけでは
ありません。ハザードマップの地図面に災害別避難所が掲載さ
れていますので、しっかり確認しておきましょう。
　また、次号7月号で、災害に応じた避難行動を確認する「マイ・
タイムライン」の作り方を掲載する予定です。そちらと合わせ
て確認するようにしてください。


